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カ
ナ
ダ
立
教
会
は
、８
月
１５
日

に
恒
例
の
夏
の
B
B
Q
を
開
催
し

ま
し
た
。
最
年
長
は
元
立
教
女
学

院
教
諭
の
今
井
八
千
代
先
生
、
最

年
少
は
、Ｈ
１３
年
経
済
学
部
卒
業

の
芦
田
昇
幸
君
で
し
た
。
た
ま
た

ま
当
日
は
日
本
の
終
戦
記
念
日
に

あ
た
り
、
戦
争
体
験
、
戦
後
体
験

の
話
が
多
く

出
、
平
和
の

あ
り
が
た
さ

を
し
み
じ
み

と
感
じ
る
一

日
で
し
た
。

　

立
教
大
学
優
勝
!
ハ
ワ
イ
六
大

学
２
０
０
９
秋
季
ゴ
ル
フ
大
会
が

去
る
１０
月
１０
日
に
、ハ
ワ
イ
プ
リ
ン

ス
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
、立
教
大

学
が
大
差
で
優
勝
し
た
。

　

立
教
出
場
者
は
、
村
川
恭
敏（

３０
英
）、
澤
田
和
男（
４０
法
）、
寺

泉
忠
彦（
４４
法
）、
光
成
充
志（
５２

観
）の
４
名
で
、参
加
人
数
の
７０
%

の
３
名
の
ネ
ッ
ト
ス
コ
ア
が
７０
で
、

　

総
会
を
か
ね
て
２
年
ぶ
り
に
開

催
し
ま
し
た
。
１１
名
の
参
加
を
得

て
、
各
自
の
近
況
報
告
と
母
校
の

思
い
出
を
発
表
、
校
友
会
の
ビ
デ

オ
便
り
を
鑑
賞
し
六
大
学
野
球
の

優
勝
を
祈
り
つ
つ
、校
歌
、応
援
歌

を
心
こ
め
て

声
高
ら
か
に

歌
い
談
笑
し
、

夏
の
一
夜
を

楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。

　

茨
城
立
教
会（
廣
瀬
淳
一
会
長
）

主
管
に
よ
り「
第
２６
回
茨
城
県
校

友
の
集
い
」を
盛
況
の
な
か
開
催

す
る
。３
部
構
成
で
開
催
さ
れ
た

今
年
の
校
友
の
集
い
。
第
１
部
は

筑
西
市
出
身
の
校
友
で
演
劇
評
論

家
・
作
家
の
吉
川
潮
氏
に
よ
る「
わ

が
愛
し
き
芸
人
た
ち
」と
題
す
る

講
演
会
。一
般
の
方
に
も
公
開
し
、

日
頃
テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍
し
て
い

る
芸
人
や
落
語
家
た
ち
の
知
ら
れ

ざ
る
一
面
を
お
話
い
た
だ
い
た
。ス

ト
レ
ス
や
逆
境
さ
え
笑
い
に
変
え

る
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
生
き
ら
れ
る

と
い
う
言
葉
に
、
深
い
示
唆
を
感

じ
た
。
第
２
部
は
大
学
幹
部
と
語

る
会
。
立
教
大
学
の
現
在
の
様
子

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
古
い
校
友

と
し
て
は
懐
か
し
さ
と
と
も
に
、

そ
の
変
化
に
驚

か
さ
れ
た
。
引

き
続
き
開
催
さ

れ
た
懇
親
会
は

バ
ン
ド
の
演
奏

や
抽
選
会
な
ど

の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
を
交
え
た

　
一
昨
年
の
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
卒
業
５０
周
年
記
念
の
集
い
が

端
緒
と
な
っ
て
、
昨
年
に
引
き
続

き
ま
た
旧
交
を
温
め
る
機
会
が
継

続
さ
れ
た
の
で
し
た
。

　

特
に
、
本
年
は
ほ
と
ん
ど
が
後

期
高
齢
者
の
年
域
に
到
達
さ
れ
る

の
で
、お
互
い
に
長
寿
を
慶
び
、過

ぎ
し
日
を
回
顧
す
る
長
寿
同
慶
の

ク
ラ
ス
会
と
い
っ
た
も
の
で
し
た
。

正
午
、蒲
田
駅
に
集
っ
て
腹
ご
し
ら

え
を
済
ま
せ
、
花
吹
雪
を
浴
び
な

が
ら
多
摩
川
の
土
手
を
散
策
し
、

太
田
区
下
丸

子
の
太
田
晃

介
宅
で
奥
さ

ん
の
大
歓
待

を
受
け
、
さ

ら
に
親
交
を

深
め
た
の
で

し
た
。

　

恒
例
の
総
会
を
２２
名
の
会
員
が

集
ま
り
、
山
本
会
長
の
挨
拶
、
本

年
度
の
事
業
、
会
計
報
告
、
次
年

度
計
画
な
ど
が
拍
手
の
な
か
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
福
井
名
誉
会
長

（
３３
経
）の
乾
杯
に
て
懇
親
会
と
な

り
、同
ホ
テ
ル
中
根
支
配
人（
４６
観
）

の
手
配
に
て
美
味
し
い
料
理
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
校
友

会
鈴
木
課
長

よ
り
大
学
近
況

報
告
、
会
員
一

人
一
人
の
近
況

報
告
な
ど
を
披

露
い
た
だ
き
ま

　

九
州
西
の
端
に
位
置
す
る
風
光

明
媚
な
長
崎
県
佐
世
保
市
。
佐
世

保
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
、佐
世

保
東
京
六
大
学
O
B
会
の
活
動
と

合
わ
せ
て
、
総
会
と
懇
親
会
を
行

い
、年
に
２
回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
も

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
１０
月
２３
日（
金
）、
佐

世
保
玉
屋
に
て
、

約
５０
名
を
超
え
る

会
員
の
う
ち
、
梅

林
琢
磨
会
長
以
下

１７
名
が
集
ま
っ
て

先
輩
後
輩
の
絆
を

深
め
、
楽
し
い
時

間
を
共
有
い
た
し

ま
し
た
。

　

稲
門
会（
早
稲
田
大
学
）と
の
対

抗
戦
で
始
ま
っ
た
ゴ
ル
フ
会
も
、い

つ
し
か
六
大
学
が
揃
い「
さ
い
た

ま
市
東
京
六
大
学
校
友
会
ゴ
ル
フ

会
」と
な
り
ま
し
た
。第
６
回
目
と

な
る
今
年
は
立
教
が
幹
事
校
と
し

て
１１
月
９
日
、
嵐
山
C
C
に
て
立

教
よ
り
１７
名
、総
勢
８７
名
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
位
５
名
の
ス
コ
ア
で
争
う
団

体
戦
で
は
立
教
が
優
勝
、二
連
覇

を
果
た
し
ま
し
た
。
校
歌
・
応
援

歌
は
優
勝
校
の

み
認
め
ら
れ
て

お
り
、表
彰
式
の

あ
と
の
パ
ー
テ
ィ

会
場
で
は「
行
け

立
教
健
児
」だ
け

が
響
き
渡
り
ま

し
た
。

　

６
月
１２
日（
金
）に
池
袋
西
口
で

毎
年
恒
例
の
Ｄ
Ｈ
Ｌ
立
教
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
昨
年
１２
月
よ
り
、

ド
イ
ツ
ポ
ス
ト
傘
下
の
グ
ル
ー
プ

企
業
で
あ
るD

H
L Express

、
D
H
L G
lobal F

orw
arding

、 
D
H
L Supply Chain

の
３
社
合

同
で
開
催
し
、
ま
す
ま
す
立
教
会

ら
し
さ
を

増
し
て
い

ま
す
。
現

在
の
会
員

は
１９
名
で

す
。
立
教

卒
の
社
員

の
皆
様
、

ご
連
絡
お

待
ち
し
て

い
ま
す
。

（Express/Custom
er Service 

　
「
日
立
ソ
フ
ト
立
教
会
」は
今
年

で
設
立
２５
年
に
な
り
ま
し
た
。
設

立
当
初
は
７
名
で
し
た
が
、
増
減

を
繰
り
返
し
現
在
は
４７
名（
男
３８
・

女
９
）で
す
。７
月
に
は
新
人
歓
迎

会
を
兼
ね
た
設
立
２５
年
記
念
親
睦

会
を
行
い
校
友
の
結
束
を
固
め
ま

し
た
。
理

学
部
を
始

め
経
・
法
・

社
・
文
学

部
ま
で
多

彩
な
人
財

が
I
T
業

界
で
個
性

を
発
揮
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

第
６
回
町
田
立
教
会
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
入
会
ご
希
望
の
方

は
、rikkyo@

ranjo.jp

ま
で
ご
一

報
く
だ
さ
い
。

　

大
橋
総
長
を
お
迎
え
し
て
本
年

度
の
総
会
を
開
催
、
併
せ
て
未
来

計
画
募
金
へ
６０
万
円
の
寄
付
を
致

し
ま
し
た
。

　

又
１６
日
に
は
、
新
会
員
勧
誘
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
川
口
リ
リ
ア
で
上

演
さ
れ
た
劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル「
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
物
語
」に
２０

組
４０
名
を
無
料
招
待
し
ま
し
た
。

託
児
室
を
用
意
し
た
の
は
子
育
て

中
の
方
が
参
加
し
や
す
い
要
因
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

　

今
後
も
魅

力
あ
る
企
画

を
考
え
、
積

極
的
に
新
会

員
勧
誘
を
進

め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

M
r.Y
utaka K

atagi

ま
でem

ail

下
さ
い
。）

２
位
の
慶
応（
７３
・
１４
）に
大
差
で
、

２
０
０
４
年
１０
月
以
来
の
優
勝
を

果
た
し
た
。

優
勝
に
一
番

貢
献
し
た
の

は
村
川
先
輩

の
４
ア
ン
ダ

ー
で
あ
っ
た
。

　

立
教
中
学
〜
立
教
高
校
〜
立
教

大
学（
昭
和
５６
卒
）の
同
期
８
人
で
、

年
１
回
集
ま
っ
て
ゴ
ル
フ
を
し
て

お
り
ま
す
。
勝
手
に「
S
P
会
」と

名
付
け
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
も

第
２４
回
を
開
催
し
ま
し
た
。五
十

路
に
入
り
ま
し
た
が
、み
な
元
気

で
す
。
プ
レ
ー

後
は
一
泊
し
、
夜

は
い
つ
も
の
よ

う
に
酒
と
思
い

出
話
に
花
が
咲

き
ま
し
た
。

　
「
二
四
会
」を
著
名
な
箱
根
・
富

士
屋
ホ
テ
ル（
５１
社
・
観
光
卒
・
勝

俣
伸
社
長
経
営
）で
行
い
ま
し
た
。

我
が
大
学
観
光
学
部
は
観
光
方
面

の
教
育
機
関
と
し
て
日
本
最
高
峰

に
あ
り
、
観
光
業
界
の
ト
ッ
プ
企

業
に
優
秀
な
人
材
を
輩
出
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
観
光
学
部
の
前
身

「
ホ
テ
ル
講
座
」は
富
士
屋
ホ
テ
ル

第
３
代
社
長
山
口
正
造
先
輩
の
遺

言
と
基
金
で
設
立
さ
れ
、
終
戦
翌

年
の
昭
和
２１
年
に
開
講
さ
れ
ま
し

た
。
ホ
テ
ル
講
座
受
講
第
1
期
生

同
窓
と
し
て
当
ホ
テ
ル
へ
感
謝
の

思
い
を
込
め
て
会
を
行
い
ま
し
た
。

昭
和
２４
年
卒
は
１
６
８
名
と
少
数

で
、
死
亡
者
や
体
不
調
者
多
く
、

参
加
３
名
で
し
た
が
、
思
い
が
け

ず
旧
皇
室
の
御
用
邸「
菊
華
荘
」で

特
別
料
理
の
温
か
い
持
て
成
し
を

頂
き
、
感
銘
致
し

ま
し
た
。
富
士
屋

ホ
テ
ル
の
格
別
の

ご
高
配
に
感
謝
し
、

益
々
の
ご
発
展
を

祈
念
し
て
お
り
ま

す
。

　

２
年
振
り
の
開
催
で
会
場
を
池

袋
西
口
か
ら
池
袋
東
口
に
変
更
し

ま
し
た
が
、
１７
名
が
出
席
し
ま
し

た
。
今
回
、初
参
加
の
楊
原
さ
ん
、

遠
路
わ
ざ
わ
ざ
下
関
市
か
ら
出
席

の
立
石
さ
ん
も
交
え
て
、
和
や
か

な
雰
囲
気
で
ク
ラ
ス
会
が
進
み
、

「
栄
光
の
立
教
」の
合
唱
に
よ
り
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

し
た
。
若
手
会
員
の
参
加
も
あ
り

二
次
会
も
遅
く
ま
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

楽
し
い
時
間
。
百
名
を
超
す
校
友

が
集
い
旧
交
を
温
め
た
。
多
く
の

地
元
の
学
友
の
存
在
が
、
と
て
も

心
強
く
感
じ
ら
れ
た
１
日
だ
っ
た
。

'09
・
10
・
10

ハ
ワ
イ
六
大
学
2
0
0
9
年

秋
季
ゴ
ル
フ
大
会

ハ
ワ
イ

プ
リ
ン
ス
ゴ
ル
フ
場

（
前
川　

記
）

秋
田
県
南
立
教
会
夏
の
集
い

横
手
松
與
会
館

茨
城
県
校
友
の
集
い

（
５４
史 

玉
川
里
子　

記
）

さ
い
た
ま
市
東
京
六
大
学
校
友
会
ゴ
ル
フ
対
抗
戦

平
成
21
年
度
東
三
河
立
教
会
総
会

（
広
瀬
重
人　

記
）

佐
世
保
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ
2
0
0
9
年
度
総
会

佐
世
保
玉
屋

Ｄ
Ｈ
Ｌ
立
教
会

水
戸
京
成
ホ
テ
ル

海
外
・
地
域

職

域

'09
・
8
・
15

'09
・
8
・
1

'09
・
9
・
12

ホ
テ
ル
シ
ー
パ
レ
ス

リ
ゾ
ー
ト

'09
・
9
・
28

'09
・
10
・
23

'09
・
6
・
12

'09
・
7
・
30

校

友

の

広

場

S
T

.
P

A
U

L
'

S
 

A
L

U
M

N
I

校

友

の

広

場

日
立
ソ
フ
ト
内

社
員
ク
ラ
ブ

（
写
真
は
左
か
ら
優
勝
に
貢
献
し
た
寺
泉

村
川　

澤
田
）

日
立
ソ
フ
ト
立
教
会

設
立
25
年
記
念
親
睦
会

（
玉
井　

記
）

嵐
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

'09
・
11
・
9

（
岡
田
公
子　

記
）

カ
ナ
ダ
立
教
会 

夏
の
B
B
Q

川
口
立
教
会
総
会

江
南
春

'09
・
6
・
6

（
藤
井　

記
）

　いつも「校友の広場」に多数のご応募
をいただきましてありがとうございます。
掲載ご希望の方は、次の応募要項をご確
認の上、ご応募ください。なお、お寄せいた
だく原稿が大変多く、タイムリーに紙面に
掲載できないことがございます。ご理解の
ほど宜しくお願い申し上げます。
●タイトル、開催日、開催場所、本文200
字（出席者のお名前含む）、写真1枚（パ
ノラマ不可）をお送りください。
●応募先　〒171‐8501　豊島区西池
袋3‐34‐1 「立教大学校友会 会報　
担当係」またはメール「koyu@grp.rikkyo.
ne.jp」
※掲載は原則として年間1団体、1掲載と
させていただきます。なお、編集の都合上、
原稿を変更させていただく場合がありま
す。なお、写真は返却いたしませんので予
めご了承ください。

（
中
村
徳
裕　

記
）

町
田
立
教
会
総
会

ホ
テ
ル
ラ
ポ
ー
ル
千
寿
閣

'09
・
11
・
7

（
幹
事
長 

三
遊
亭
ら
ん
丈　

記
）

池
袋
西
口

（
梶
原 

絹
子　

記
）

（
臼
見　

記
）

ク
ラ
ス
・
同
窓

昭
和
28
年
入
学
文
社
D
組
有
志
ク
ラ
ス
会

'09
・
4
・
4

（
服
部　

記
）

第
24
回
S
P
会
ゴ
ル
フ

大
熱
海
国
際
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

'09
・
5
・
30（

５６
法 

市
村
史
人　

記
）

【
出
席
者
】左
か
ら　

杉
山　

友
野　

市
村 

神
山　

小
松
原　

横
堀　

前
田　

熊
谷

（
敬
称
略
）

箱
根

富
士
屋
ホ
テ
ル

昭
和
24
年
卒
「
二
四
会
」

'09
・
6
・
15
〜
16（

秋
澤
洋
三　

記
）

【
出
席
者
】写
真
右
よ
り

加
藤
一
義　

鈴
木
繁
一　

秋
澤
洋
三

昭
和
38
年
入
学
法
学
部
D
組
ク
ラ
ス
会

入
母
屋
池
袋
店

'09
・
6
・
19

（
坂
東　

記
）

【
出
席
者
】

加
藤
秀
樹

見
城
寿
雄

中
川
靖
之

福
嶋　

慶

楊
原　

巧

乙
部　

覚

鴨
田　

允

小
山
光
男

疋
田
和
良

藤
田
保
徳

山
下
忠
正

海
宝
幸
雄

黄
木
寺
鳳
惇

立
石
康
雄

疋
田
政
哲

柳
川
源
太
郎

坂
東
健
男

【
出
席
者
】

町
田
章
嘉

後
列
右
か
ら

古
橋
宏
之

関
根
真
一
郎

前
列
右
か
ら

岸
田
勝
見

太
田
晃
介

西
江
峯
夫

服
部
光
之

乙
骨
八
郎

杉
本
康
夫

永
野
緑
三

【
出
席
者
】

阿
部
政
友

宇
都
宮
信
次

太
田
裕
子

柏
村
恵
子

神
山
和
夫

河
内　

進

櫛
渕
万
理

斎
藤
恭
敏

笹
子
郁
夫

三
遊
亭
ら
ん
丈

杉
嶋
治
男

杉
本
康
夫

鈴
木
裕
二

中
島
明
男

羽
隈
弘
宣

古
谷
倹
次

峰
岸
伸
樹

（
五
十
音
順
）

鈴
木
嘉
代
子

田
中
敏
夫

中
野
利
彰

羽
田
啓
吾

保
谷
政
孝

山
田
通
弘

鈴
木
文
雄

塚
本
康
子

萩
原
義
久

藤
田
耕
一
郎

三
澤
淳
一

渡
邉
澄

【
出
席
者
】　　

柿
崎　

了（
33
社
）

小
笠
原
恒
男（
44
産
）会
長

岩
谷　

寛（
49
文
）

藤
原
達
雄（
56
社
）

下
橋
重
美（
H
1
法
）

武
茂
礼
治（
32
営
）顧
問

藤
井
健
之
助（
40
営
）幹
事
長

小
笠
原
真
理（
45
法
）

高
橋
信
太
郎（
56
営
）

旭
谷
清
孝（
57
法
）

田
口
浩
太
郎（
H
14
営
）

太
田
邸


